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Ｉ。はじめに
今日
，小学校教育においての体験活動の重要性が授
業実践や心理学の研究成果の中から指摘されている
。
その結果
，小校社会科授業の中でも体験活動を積極
的に取り入れたり
，学習活動の中心に据えたりした授
業が数多く報告され
，体験活動についての研究も進め
られるようになってきた
。しかし，そこには次のよう
な問題点が存在している。
第
一に小学校社会科にとっての体験活動とは何かが
まだ十分に明らかになってはいないことである
。その
ため
，体験活動と他の学習活動とて混乱が生じたり，
あまりにも広すぎる意味解釈で体験活動が理解されて
いる。
第
二に体験活動の学習段階における活用方法につい
ての研究が十分ではないことである
。そのため，各学
習場面でなぜその体験活動が有効であるのかが明らか
にされないままに実践されている現状である
。
そこで
，本稿では厂社会科の初志をつらぬく会」
（以下　初志の会）の授業実践の中で取り上げられた
体験活動364事例を研究対象とし体験の内容に視点を
当てて類型化を行い
，その活用意義を検討する。そし
てその中から児童の主体化を意図する体験活動の活用
方法を明らかにする。
皿。社会科授業における体験活動の類型化
「初志の会
」は発足以来，問題解決学習を中心とし
た授業実践をすすめてきたこと
，そして，その問題解
決学習は
，本来子どもの興味・関心や自主性を尊重し
た学習方法である
。したがって，学習の場で主体的に
児童が追求すること（主体化）を主なねらいとしてい
る
。また，機関誌『考える子ども』には児童の主体的
な授業実践が数多く報告されており
，それらは様々な
体験活動によって裏打ち たものとなっているＯそ
の結果
，匚初志の会」の授業実践を分析することで児
童の主体化を目指す体験活動とは何かがはっきりし
，
体験活動の活用方法も明らかになる
。その為，匚初志
の会」の機関誌『考える子ども』の中から単元の学習
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指導過程が明示され
，学習内容が把握できるもの，さ
らにその中に体験活動が位置づいているものを集計し
た結果151事例の授業実践が検討対象となる
。そう
て
，この中から体験活動と考えられ，研究対象とでき
るものが延べ364事例抽出できた
。本稿では抽出した
体験活動を以下の手順で分析考察をする。
①体験活動が児童の主体化にとってどの様な働きをし
ているかという観点から体験の内容を類型化するＯ
②問題解決学習の学習段階を検討しそこに体験活動を
位置づける。
③問題解決学習の学習段階での体験活動の活用方法の
類型化をする。
④体験活動の内容ごとに各学習段階での活用方法とそ
の意義を検討する
。
１．体験の内容の類型
匚初志の会｣の授業実践の中では，どのような体験
活動が活用されているかを検討した
。その結果，次の
ような二つの体験内容に分けることができる。一つは，
体験の直接性と体験の場を重視し
，児童の行動的な面
にウ
ェイトを置いた直接経験とての体験活動。他の
一つは体験の場は考慮せず学習内容との関連性を重視
し
，学習内容への児童の認知的な関与に重点を置いた
体験活動とである
。そこで前者を厂行動型体験活動｣
とし
，後者を｢‾認知型体験活動｣とする。
[行動型体験活動]
この体験活動は児童の行動面に重点を置いたもので
ある
。体験する場所が現実の場面である直接経験とし
ての体験活動と
，体験する場所が現実を模倣した模擬
的場面で行われる体験活動かおる
。これらの体験活動
は総計52事例が抽出できる
。
[認知型体験活動]
この体験活動は児童の認知面に重点を置いたもので
ある
。五感による知覚としての体験活動と，感じたこ
とを表現する体験活動である
。これらの体験活動は総
計312事例が抽出できるＯ
次にこの二つに大別した体験活動をさらに分類する。
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その結果
，行動型体験活動は児童の行動する場面を視
点として二つのグループに分類できる。また，認知型
体験活動は認知の過程を視点とすることで三つのグルー
プに分類できる
。
［行動型体験活動］
①実際の場面で児童が実際に学習対象と関連のあるこ
とを体験する場合。　　　　　　　『実体験』
②模擬的な場面で児童が学習対象と関連のあることを
体験する場合
。　　　　　　　　
『模擬的体験』［認知型体験活動］
③実際の場面ではないが児童が学習対象と関連のある
ことを諸感覚を通して知覚的に体験する場合や
，実際
の場で学習対象を知覚的に体験する場合。
『知覚的体験』
④実際ではない場面で児童が学習対象と関連したこと
を表現によって体験する場合。　　　『表現的体験』
⑤上記の③と④が組み合わされた一連の体験をする場
合
。　　　　　　　　　　　
『知覚
・表現的体験』
２．行動型体験活動の内容
行動型体験活動は実体験と模擬的体験とに分かれる
。
そして
，実体験はその の内容から児童の遊びや家
庭生活に関連した「生活的実体験」と，社会生活に関
連した「社会的実体験」とに分かれる。さらに，模擬
的体験はごっこのように遊び的部分が中心の「役割的
模擬体験」，社会的な要素を含んだ劇化としての「演
技的模擬体験」，操作が中心となる「操作的模擬体験」とに分かれるＯ各体験の内容を説明すると次のような
内容となる
。
・生活的実体験
これは児童の生活経験レベルでの実体験である
。例
えば民族衣装を着衣してみる
，公園で実際に遊んでみ
るなどがこれに含まれる。８事例が抽出できる。・社会的実体験
これは地域との触れ合いや公共的なことがらなど
，
社会性の強い実体験である
。例えば実際に鉄道に乗車
することや農作業などを実際に作業現場で体験するこ
とがこれに含まれる。 20事例が抽出できる。・役割的模擬体験
これは模擬的な場面で役割を分担しあい
，それを遂
行するごっこ活動である。 12事例が抽出できる。・演技的模擬体験
これは第三者の関与を強く意識し
，場合によっては
物や状況設定
，あるいは視覚的な装置なども用意され
た場面での劇化としての模擬体験である。５事例が抽
出できる
。
・操作的模擬体験
これは実際ではないモデル化された場面で，学習対
象に働きかける具体的行動や活動の模擬体験である
。
例えば模式図上での操作
，社会状況を設定した模型な
どを使っての操作やシミュレーション，一部のロール
プレーイングがこれに含まれる。　７事例が抽出できる。
３．認知型体験活動の内容
これは児童が感じとる知覚的体験と児童が考えを表
出する表現的体験に分かれる
。知覚的体験は知覚する
手段によって「感覚的知覚体験
」「言語的知覚体験」
「視覚的知覚体験
」とそれらの複数の手段による「複
合的知覚体験
」とに分かれる。表現体験は言葉や記号
などによる「言語的表現体験
」と物を作る「操作的表
現体験」とに分かれる。また，ここでは知覚と表現が
一体化したものが認められ「知覚・表現的体験」とし
て区別する。・感覚的知覚体験
これは児童が事象を知覚するときに視覚
，聴覚以外
の感覚を主に利用した知覚体験である
。例えば実物に
触れたり
，本物を口に含んだり，においを嗅いだりし
て事象を認識するものがこれに含まれる
。これらの感
覚はとても弱く人間は触覚
，嗅覚，味覚を単独で働か
せることは特別な場合を除いてはあり得ない
。物に触
れるときでも視覚によっての認識が行われる
。そのた
め
，ここは授業者が触れることを特に意図した場合
などを対象とする。７事例が抽出できる。・言語的認知体験
これは言葉を媒体とした知覚体験である
。例えば
「聞く」「たずねる」「インタビュー」といったものが
これに含まれる
。表現上区別されているがここでは言
語による知覚ということでまとめる。 34事例が抽出で
きる。
・視覚的知覚体験
これは視覚を通した知覚体験である
。例えば「見る」
「観察」「見学」といったものがこれに含まれる。視覚
による知覚はあらゆる場面で無意識のうちになされて
はいるか
，ここでは学習対象を して見る場合とす
る
。 110事例が抽出できる。
・複合的知覚体験
これは単
一の感覚ではなく複数の感覚によって対象
を認識する知覚体験である
。例えば「実験」や「フィー
ルドワーク」などがこれに含まれる。「実験」の場合
は見る
，触れる，嗅ぐといった複数の感覚が機能し，
「フィ
ルードワーク」でも聞く，見る，触れるといっ
た諸感覚によって事象が認識されている。 63事例が抽
出できる。
・言語的表現体験
これは文章や絵画などによる表現体験である
。例え
ば児童が書いた作文，感想文や絵や絵図などこれに含
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まれる。物を作り上げる要素はなく言葉，記号，絵な
どによって表現されているものである。 59事例が抽出
できる。
・操作的表現体験
これは作業や製作的な要素が含まれた表現体験であ
る。例えば「もの作り」「模型製作」 といったことか
ら「グラフ」や 匚年表作り」などがこれに含まれる。
児童が文や絵だけではなく物を製作することで表現を
する場合である。 30事例が抽出できる。
・視覚的知覚・言語的表現体験
これは見学などの視覚的知覚体験と作文などの言語
的表現体験が組み合わされた体験活動である。例えば
観察記録などがこれに含まれる。　６事例が抽出できる。
・視覚的知覚・操作的表現体験
これは観察などの視覚的知覚体験とグラフ作りなど
の操作表現体験が組み合わされた体験活動である。例
えば「‾研究発表」などがこれに含まれる。３事例が抽
出できる。
３．体験の活用方法の類型
厂初志の会」 の問題解決学習の学習段階については
上田薫氏の設定した学習 の段階をもとに体験活動 の活
用方法として，「問題の把握」厂問題の解決」「問題の
発展」の学習段階を設定する。
しかし，これからでは児童の動きが明らかではなく，
関与する学習者の視点から問題解決学習を捉えたもの
ではない。そのため同じく上田氏が学習者の視点で問
題解決学習の流れを示したものを下敷きとし，児童と
体験活動との関連から体験活動の活用段階を次のよう
な６段階に設定する。1）
Ａ 問題 の把握 問題 の解決 問題 の転移
Ｂ 問題 発 見 問題の明確化 間接的解決 直接的解決 解決 発 表 問題の転移
Ａ：問題解決学習の学習段階
Ｂ：体験活動の活用段階
［図一１　問題解決学習の学習段階と体験活動の活用
段階の関係］
図一１は問題解決学習のそれぞれの場面で体験活動
がどのような働きをしているかと関連づけて検討した
ものである。活用段階の内容は次の通りである。
［問題の把握］
これは児童が学習内容と接し問題とすべきことは何
かを考え，それを明らかにし，見通しをもって学習問
題を作り出すまでの段階である。体験活動の活用段階
としては 厂問題発見」と 丁問題の明確化」に分かれる。
・問題発見段階
ここは児童がこれからの学習の中で自分たちが問題
としなくてはならない社会事象に直面し，学習への動
機付けとなる体験活動をする段階である。
・問題の明確化段階
ここは児童が解決すべきことは何かをはっきりと意
識する体験活動や，問題の所在を絞り込むための体験
活動をする段階である。
［問題の解決］
これは実際に学習問題の解決にあたる段階である。
「初志の会」の実践からは解決の手段として話し合い
が多用されているが，問題解決と関連しその前後で体
験活動が行われている。体験活動の活用段階としては
「間接的解決」と「直接的解決」に分かれる。
一間接的解決段階
ここは問題解決のための話し合いの前に試行錯誤と
して体験活動をする段階である。
・直接的解決段階
ここは話し合いがなされた後で自分たちの解決の確
認のための体験活動や，違う角度から問題を見直すた
めの体験活動をする段階である。
［問題の発展］
これは個人的に児童の頭の中で解決された問題がそ
れにとどまらず，いろいろな手段によって発表やまと
めがなされてたり，さらに児童の意識が問題の見直し
や他の場合へと広がりをみせる段階である。体験活動
の活用段階としては「解決発表」と「問題の転移」に
分かれる。
・解決発表段階
ここは単に解決した内容をまとめる体験活動や，自
分なりの考えや予想も含めた内容を他者への発表とし
て体験活動をする段階である。
・問題の転移段階
ここは自分たちの解決内容が他の場合でも当てはま
るか他のケースを想定しての体験活動や，解決したこ
とを実践に移すための体験活動をする段階である。
ここでは問題解決学習の学習段階をもとに体験活動
の学習段階を設定する。しかし，学習の流れと並行し
て一つの体験活動が継続活用される事例があるので問
題解決過程全段階での活用として，段階ごとの活用と
は区別する。
４．問題解決学習全段階における体験活動の活用方法
特定の学習段階での体験活動の活用ではなく，問題
解決学習の全段階にわたって体験活動が活用されてい
るものがここで取り上げる体験活動である。観察学習
のように学習の流れにそって定期的に繰り返し体験活
動が取り入れられている場合と，学習と並行してもの
作りが行われる場合などがある。
・目的
体験活動の目的的活用がここでの活用方法である。
体験活動自体が学習のねらいに位置づけられ，学習活
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動全体を通して継続的に活用がなされている。
・手段
体験活動の手段的活用がここでの活用方法である
。
学習を進めていく上での主たる学習手段として活用が
なされている。
５．問題解決学習各段階における体験活動の活用方法
［問題発見段階］
ここでは体験活動の活用方法が「探索
」「操作」匚収
集」「置換」「比較」５種類に分類できる。問題発見
に｡おける児童への動機付けという視点から内発的と
，
外発的な活用方法とに大別することができる。
・探索
これは体験活動によって児童を内発的に動機付ける
活用方法である
。特に誰もが持つ好奇心から来る探索
動機が活用されている。
・操作
これも体験活動によって児童を内発的に動機付ける
活用方法である。ここでは の活動動機，操作動機
などが活用されている。・収集
これは体験活動によって児童にこれから問題とすべ
きことがらについての情報を収集させる外発的に動機
付ける活用方法である。・置換
これは体験活動によって児童に問題とすべき情報を
置き換えさせ外発的に動機付ける活用方法である
。前
記の収集に情報整理が加味されたものである
。情報の
置き換えがなされる中で児童は問題の所在やそれは何
かを考え，発見することができる。
・比較
これは体験活動によって児童に二つの事象
，事柄を
比較対比させ外発的に動機付ける活用方法である
。同
種異物を取り上げ
，児童がそれらの違いをいろいろな
面から比較
，検討をする。
［問題の明確化段階］
ここでは体験活動の活用方法が「意識化
」「焦点化」
「構造化
」「具体化」４種類に分類できる。児童に問
題を意識させたり焦点づけることが基本形であり
，そ
のために構造的にしたり具体的にするなどの発展的形
態をとる
。
・意識化
これは体験活動によって児童に問題とすべきことは
何かをはっきりと意識させる活用方法である
。意識さ
せる内容は生活の中で身近すぎたり，日常的すぎるこ
とである
。
・焦点化
これは体験活動によって児童にとってはおおまかな
学習問題を焦点化させる活用方法である
。認知型体験
活動であれば何を見るか，何を聞くかがはっきりと絞
られている
。
・構造化
これは体験活動によって児童に学習問題を構造的に
把握させる活用方法である。・具体化
これは体験活動によって児童に学習問題を明ら,かに
させ
，具的な形とさせる活用方法である。児童が自
分の考えた問題や解決したい問題を整理し，その内容
を提
示する。
［間接的解決段階］
ここでは体験活動の活用方法が「試行
」「実験」「分
析」「推理」の４種類に分類できる。本来，試行錯誤
的な解決が基本形であるがそれに実験的な要素
，分析
的な要素などが加味されたものなどである。
・試行
これは体験活動によって児童に問題解決のための具
体的な操作
，作業をさせるのが活用方法である。ここ
ではとにかくやってみることで問題の解決がはかられ
ようとしている。・実験
これは体験活動によって児童に問題解決のために実
験的な操作
，作業をさせる活用方法である。前記の試
行が問題解決のための最善の方法でなかったり
，遠回
りをしている場合がある
。しかし，実験ではより問題
解決に直接的であり，科学的な手法である。
・分析
これは体験活動によって児童に事象を客観的に細か
く観察
，分析させる活用方法である。そのため体験活
動が問題解決に直接結びつかず，事象理解としての働
きが多い
。
・推理
これは体験活動によって児童に問題解決のための推
理をさせる活用方法である
。問題の直接解決には結び
つかないが関連性のある体験活動をすることで
，そこ
に児童の推理が加味される場合がここでの活用方法で
ある。
［直接的解決段階］
ここでは体験活動の活用方法が匚確認
」「深化」「転
化
」の３種類に分かれる。ここでは が体験活動の
主たる活用方法であるが
，確認にとどまらず深化，転
化といった発展的な形態もとる。
・確認
これは体験活動によって児童に自分たちに解決内容
が正しいかどうかを確認させる活用方法である
。した
がって事象を再調査したり視点を絞っての見学などが
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［表－１］体験活動の内容と活用方法による類型結果
二 千
体 験 の 内 容　　　 活用方法
問題解決過程
全 段 階
問　 題　 の　 把　 握 問　 題　 の　解　 決 問　 題　 の　 発　展
問 題 発 見 問題 の明確化 関 節 的 解 決 直接的解決 解決発表 問題 の転移
昌 手段 架捏県篇比較 箍箟稚徑諄崙律推理 確認 琵笵筬綮予測 RI一慳 嶺合計
行
動
型
実体験
生　 活　 的　 実　 体　 験 ・１ １ １ １ １ １ ２ ８
社　 会　 的　 実　 体　 験 １ ３ ３ １ １ ２ ２ ２ １ ４ 20
模擬 的
体　験
役 割 的 模 擬 体 験 １ ２ ３ １ １ １ １ ２ 12
演 技 的 模 擬 体 験 ５ ５
操 作 的 模 擬 体 験 ２ １ １ １ ２ ７
認
知
型
知覚的
体　 験
感 覚 的 知 覚 体 験 ２ １ ３ １ ７
言 語 的 知 覚 体 験 ４ １ ７ ３ ４ ５ ７ １ ２ 34
視 覚 的 知 覚 体 験 １ １ 23 16 12 21 １ 15 ３ 11 ２ ３ １ 110
複 合 的 知 覚 体 験 １ 12 ３ ８ ２ ６ 11 １ ３ ４ １ ５ ２ ３ １ 63
表現的
体　 験
言 語 的 表 現 体 験 １ １ ２ ８ １ ３ ５ ４ ３ ７ 12 ３ ２ 59
操 作 的 表 現 体 験 ３ １ ３ ２ ２ ２ ６ １ １ ５ ４ 30
知覚･ 表
現的体験
視覚的知覚･言語的表現体験 １ １ １ ２ １ ６
視覚的知覚･操作的表現体験 １ １ １ ３
合　　　　 計 ３ ７ 39 16 28 13 ３ 30 44 10 11 15 ７ 24 ９ 21 11 ６ 13 20 ７ ９ ４ 11
なされている場合が多い。
・深化
これは体験活動によって児童に解決内容の本質的確
認をさせる活用方法である。問題の解決にあたり，単
なる確認にとどまってはいない。
・転化
これは体験活動によって児童に代替的な手段で確認
をさせる活用方法である。それため直接体験したり観
察することが不可能である場合にこの方法が採られる。
［解決発表段階］
ここでは体験活動の活用方法が「構成」「解釈」「予
測」 の３種類に分かれる。解決内容を発表するための
内容構成が基本である。それに児童の解釈や予測といっ
た内容を含んだ形態が加わる。
・構成
これは体験活動によって児童にバラバラの状態にあ
る解決内容を構成させる活用方法である。児童はこの
場で解決内容を組み替え構成する。
・解釈
これは体験活動によって児童に自分なりの解釈を含
んだ構成をさせる活用方法である。そのため文章，絵
画，劇などの手段によって児童の解釈を含めて表現さ
れている。
・予測
これは体験活動によって児童に未来への予測的な内
容が含まれた構成をさせる活用方法である。
［問題の転移段階］
ここでは体験活動の活用方法が「個別化」「一般化」
F‾実践化」の３種類に分かれる。児童 の新たな問題意
識が再び学習対象に向けられる場合，あるいは解決内
容の一般性を問題とする場合，さらには解決内容を実
践する活用とがある。
・個別化
これは体験活動によって児童の問題意識がさらに深
まり，違う角度から問題を追求させる活用方法である。
・一般化
これは体験活動によって児童に一般性を確かめさせ
る活用方法である。自分達が解決した内容が特別なも
のではなく，他の場合でも同様であるかを児童は確か
める。
・実践化
これは体験活動によって児童の問題意識を実践化さ
れる活用方法である。
以上 の内容を元にまとめたものが［表－１］である。
そして抽出事例をあてはめることで「初志の会」の授
業実践における体験活動の活用傾向が明らかになる。
Ⅲ。認知型体験活動の活用方法
ここでは認知型体験活動の中から評価できる事例を
取り上げる。そして児童の認知的な関与からその活用
方法を分析してみる。
１．問題の発見段階における体験活動の事例
知覚的体験によって内発的な動機付けがなされてい
る事例としては６年 匚錦絵をできるだけ忠実に模写す
る」を取り上げる。この事例は国立音楽大学附属小学
校の横澤敬蔵氏による単元 匚新しい世の中」で取り上
げられた体験活動である。2）
①授業の概要
明治時代の学習の導入時に，明治７年三代目安藤広
重によって描かれたとされる京橋・銀座の錦絵を児童
に示し模写する体験活動である。 この絵は政府による
大規模な都市計画によって忽然とあらわれた洋風の町
並みを描いたものであるＯ当然そこにはそれまでの日
本とは全く違うレンガ舗装や洋服に身を包んだ人が描
かれている。この事実を もとに近代になった日本を学
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習するきっかけとしている
。単元全体についての詳細
な授業記録はないが問題把握段階ではこのような内容
となっているＯ
②体験活動の内容と活用方法による分類
この体験活動を分類すると体験内容は視覚的知覚体
験にあたる
。模写というこで知覚・表現体験とも考
えられるが描くということよりも
，それまでの江戸時
代とは全く違う景色と接触することに
，より重点がお
かれているためこの分類とした
。活用方法としては内
発的な探索に含まれる
。画風は錦絵ということで江戸
時代と変わらない
，しかしそこに描かれているものは
それまでとは全然異なる景色である
。これは児童にとっ
て新奇的なものであり
，なぜなのかという疑問を持た
せ，その理由を調べようとする動機づけになっている
からである。③体験活動の活用意義
この実践の活用意義は以下の点である
。当時の絵画
やモノを見ることは特別な活動ではない
。しかし，こ
の錦絵を見る活動は児童を極めて主体化するものであ
ると考える
。前述したとおりこの絵は江戸から明治へ
の大きな時代の変化を具体的に観察できる要素を含ん
でいる
。感覚面に鋭いこの時期の児童にとって観念的
な理解ではなく
，実感的に時代を捉えることができる。
そのため
，その後の学習では自分の見た絵をもとにい
ろいろな問いが生まれてきている
。ここでは体験活動
の活用はもちろんそれ以上に体験する内容の質が重要
なことが知見として得られる実践である
。
２
．問題の明確化段階における体験活動の事例
表現的体験で問題の構造化がなされている事例とし
て３
，４年複式「自分の考えを絵で構造的に表現する」
を取り上げてみる
。この体験活動は島根大学教育学部
附属小学校の真庭弘司氏によって実践された単元匚住
みよい松江市」の中にある。3）
①授業の概要
授業の概要は次のようになっている。まず自分たち
が住みよい松江市とはどうあるべきかを考えるために
下水問題や堀川浄化などが取り上げられている
。そし
て児童の目はお堀の現状について向けられた
。この中
で堀の水が汚くなった原因について児童は自分なりの
考えを絵図で表している
。個々によって描かれている
内容は異なるが
，人間，お堀，工場などの排水，そし
て堀に住む魚などが構造的に描かれてる
。そして堀を
きれいにするためにはどうしたらよいか
，解決案を児
童が話し合うのが学習の大筋である
。なお，このクラ
スは３年と４年による複式学級であるＯ
②体験活動の内容と活用方法による分類この体験活動は体験内容としては言語的表現体験で
ある
。絵を基本に吹き出しなどで自分の考えが表現さ
れている
。一方，活用方法は問題の構造化にあたる。
自分の持つ問題意識がいろいろな社会事象を絡めなが
ら構造的に表現されている
。人がごみを捨てることや
工場や家庭から流される下水が堀を汚す原因として描
かれており
，宍道湖と堀との水位が同じことが水の移
動を止める原因となっていることなどが表現されてい
る。
③体験活動の活用意義
この実践の活用意義は以下の点である
。ここでは文
章でも表現可能な内容があえて絵で表現されている
。
このことは文章では相手に理解してもらえるだけの表
現能力が備わっていない児童にも自分の考えを思いき
り表現する機会を与えることになっている
。さらに言
葉は断片的で表層的な考えだけの表現に終わってしま
うことがあるが絵や図では考えていることをどんどん
加筆することができる
。例えば無意識にごみが捨てら
れていると考える児童は「ポイ
」と擬態語を添えてい
る
。この児童の考えとしては堀にごみを捨てる気もち
は何気なく捨てるのであって
，まさしく「ポイ」なの
である
。またあ児童の絵ではごみが堀へと勢いよく
「ドドド
」と投げ込まれている。このようにここで活
用されている体験活動は児童の感じ方を自由に表現さ
せることができ
，結果として主体的な学習への参加を
保障していると考えられる
。
IV.終わりに
体験活動を考えるにあたって児童の認知的な関与に
視点を当てることで今までとは異なる分析を試みた
。
その結果
，体験活動を今までのように行動的な内容だ
けにとらわれて考えるのではなく
，認知的な手法での
活用によって児童の主体化か図られることが明らかと
なり
，具体的な事例を収集する事もできた。Ｏ今後，
実際の授業の中でその有効性を実証する必要がある。
（注）
1）体験の活用段階を設定するにあたっては以下の文献
を参考とした。
上田薫『知られざる教育』黎明書房1958年　pp.73-
74｡
「上田薫社会科教育著作集１問題解決学習の本質」明
治図書　pp.61― 2
2）（考える子どもJ Nal96 1991年３月　pp.26-32.
3）同上誌　劭｡70　1970年　３月　pp.48-61.
4）紹介した事例以外に評価できる体験活動の活用事例
としては拙稿「社会科授業における児童の主体化を意
図する体験活動の活用
一社会科の初志をつらぬく会の
授業実践を手がかりにしてー』1994年度兵庫教育大学大学院修士論文　1994.12を参照されたい。
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